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One for All.  All for One. 
                     これを書いているのは４月２２日（水）の午前中。 

          我々教職員も今日から在宅勤務が可能になり、学校に出ている先生、自宅で       

           仕事をしている先生と、ばらばらの勤務になりました。私は基本的には 

             平日は学校に来ていますが、これからのことを考えると正直何をすべきか、 

           一体いつから通常授業に戻れるか・・・、不安や心配はたくさんあります。 

         しかし、私は希望を持っています！失っていません！またみんなと明るく元気に

楽しく、この塩釜高校で過ごす日々が必ず帰ってくると信じています！そのためには、今、私たちが

できることは『３密を避け、できるだけ、感染リスクを減らすこと』これしかありません。 

 これまでの学年レクリエーションの合言葉、覚えていますか？“One for All.  All for One.” 

この言葉を初めて知ったのは、１９８４年の高校ラグビーのテレビドラマ『スクール☆ウォーズ 〜泣

き虫先生の7 年戦争〜』でした。小学生の私はリアルタイムでは見れず、夕方の 

再放送で見ていましたが、熱血な滝沢先生の涙に一緒に涙し、森田キャプテンに 

キュンキュンし、イソップを応援していました。４０～50 代で共感する人は多 

いはず！そのドラマで出てくるこの言葉。「一人はみんなのために、みんなは一人 

のために」を意味し、ラグビーの精神論に由来していて、私もみんなで協力しなけ 

ればならないときなどに使っています。 

しかし、いろいろとネットで調べてみると、どうも違うようです。この言葉は、 

  フランスの小説「三銃士」の中で、主人公と三銃士の誓いの言葉として出てき 

ました。もっとさかのぼれば、ヨーロッパの30 年戦争（1618～1648 年）の 

発端となった「プラハ窓外投擲事件」における決起集会でもこの言葉が出てきて 

います。決してラグビーの言葉ではないのです。（ちなみに日本だけらしいです） 

現在一般的に知られている“One for All, All for One”の意味は本来の意味とは異なり

ます。実は、「一人はみんなのために、みんなは一人のために」ではなく、 

「一人はみんなのために、みんなは一つの目的のために」だそうです。 

今の状況に、今の世界中の人々に、この言葉がぴったりだとは思いませんか？ 

 

 

では、目的を達成するためにはどうしたらいいのか？昨年の学年だよりでは、大リーガーの大谷翔平

選手も高校時代に使ったマンダラチャートの紹介をしました。今回は違う方法をご紹介します。 

 

一つの目的 コロナの収束 



PDCA サイクル 
 

 

 

 

 

 

一時期、我々教員の研修会などでも盛んにこの言葉が使われました。しかし、この方法では、改善に

時間がかかるというデメリットがあり、今新たに言われているのが・・・ 

OODA ループ 
 

 

 

 このＯＯＤＡループを参考に考えてみると・・・ 

①Observe（観察） 

  コロナについての正しい情報を入手しましょう。今、どこで・何が・だれに・どのように起こっ 

ているのか。ネット上の怪しい情報には惑わされないようにしましょう。 

②Orient（状況判断） 

  ①の情報をもとに、適切な状況を分析し、今後の自分がどうしたらいいのかを考えましょう。例 

えば、身近な人に感染者が出たらどうするか、感染しないためにはどうしたらいいのか、どうし 

ても外出しなければならない場合はどのようにそこまで行くのか、などです。 

③Decide（意思決定） 

  ②で考えたことをより具体的に考えます。たとえば、どうしても外出しなければならない場合、 

その用事は不要不急ではないのか（延期できるのなら延期、中止すべきなら中止）、交通手段を使 

う場合は何を使うのか（歩いていけるのか、自転車で行けるのか、電車に乗らなければならない 

ときはすいている時間帯に乗る、家族に車で送ってもらう、など）具体的に考えます。 

④Act（行動） 

  ③で考えたことを実行します。例えば家族の協力を得られたので、用事には車で送り迎えをして 

もらう、などです。 

この①～④を繰り返すのがＯＯＤＡループです。もちろん、失敗もありますし、反省もあるでしょう。

いいんです！改善しながら繰り返していくのです。私も日々失敗し、反省し、改善し、3 密をできる

だけ避け、よく寝て、よく食べて、運動不足ですがおかげさまで元気に過ごしています。 

 また、通常通りの授業が一日でも早くできることを心から祈っています。 

～大事なお知らせ～ 

①課題が届いていると思いますが、計画的に勉強しましょう。まだ届いていない人、不足や印刷不鮮明、そ

の他不明な点はメールか電話で、３年生の先生あてに問い合わせてください。 

②教科書を間違って購入したり、学校に届くといわれた人は連絡をください。TEL 022-362-1011〔西〕 

「PDCA」とは、「Plan＝計画」「Do＝実行」「Check＝評

価」「Action＝改善」の 4 つの英単語の頭文字で、

「PDCA サイクル」とも呼ばれます。P→D→C→A→P…

…といった具合に、4 つの段階を循環的に繰り返し行う

ことで、仕事を改善・効率化することができる方法と

言われています。 

OODAループとは、Observe（観察）、Orient（状況判

断、方針決定）、Decide（意思決定）、Act（行動）の頭

文字を取ったもので、問題解決方法の 1つです。 


